
ヘーゲル『学の体系』

1.

論理学 (思惟の学)

1.1.

存在 (直接性、存在論)

1.1.1.
規定性 (質)

1.1.1.1.
無規定的存在

1.1.1.2.
定在 (規定的存在)

1.1.1.3.
対自存在

1.1.2.
大きさ (量)

1.1.2.1.
純粋量

1.1.2.2.
定量 (規定された大

きさ)

1.1.2.3.
諸大きさの比率

1.1.3.
尺度 (質的量)

1.1.3.1.
特殊な量

1.1.3.2.
実在的尺度

1.1.3.3.
本質の生成

1.2.

本質 (媒介、反省、形而上

学)

1.2.1.
本質の自己内反省

1.2.1.1.
仮象

1.2.1.2.
本質性

1.2.1.3.
根拠

1.2.2.
現象

1.2.2.1.
実存

1.2.2.2.
現象そのもの

1.2.2.3.
本質的関係

1.2.3.
現実性

1.2.3.1.
絶対者

1.2.3.2.
現実性そのもの

1.2.3.3.
絶対的関係

1.3.

概念 (自己媒介、古典的論

理学、認識論)

1.3.1.
主観性 (形式的概念)

1.3.1.1.
概念の諸契機

1.3.1.2.
判断

1.3.1.3.
推論

1.3.2.
客観性 (実在的概念)

1.3.2.1.
機械論

1.3.2.2.
化学的過程 (論理的
過程として)

1.3.2.3.
目的論 (目的)

1.3.3.
理念(適合的概念、自己目

的)

1.3.3.1.
生命

1.3.3.2.
有限的認識

1.3.3.3.
絶対的理念 (方法)

2.

自然 (物質的なものの学)

2.1.

力学

2.1.1.
抽象的分離 (非物質的自

然)

2.1.1.1.
空間 (幾何学)

2.1.1.2.
時間

2.1.1.3.
場所 (出来事)

2.1.2.
有限的力学 (物質と運動)

2.1.2.1.
惰性的物質

2.1.2.2.
衝撃 (不自由な運動)

2.1.2.3.
落下 (半自由な運動)

2.1.3.
天体力学的運動 (無限の運

動、天文学)

2.1.3.1.
自転 (太陽の自転)

2.1.3.2.
周回 (彗星と月)

2.1.3.3.
惑星軌道

2.2.

物理学

2.2.1.
一般的物体性

2.2.1.1.
天体 (太陽系と宇宙)

2.2.1.2.
基本元素 (集合
体、相)

2.2.1.3.
天気 (元素的過
程、気象学)

2.2.2.
特性 (特殊的個体性)

2.2.2.1.
密度 (比重)

2.2.2.2.
凝集 (結合)

2.2.2.3.
固有性の外化

2.2.3.
物理的物体 (個別的個体

性)

2.2.3.1.
物体の形態

2.2.3.2.
他者に対する性質

2.2.3.3.
化学的過程

2.3.

有機体論

2.3.1.
地球 (地質学)

2.3.1.1.
太陽系内の位置

2.3.1.2.
地球の諸過程

2.3.1.3.
生命への移行

2.3.2.
植物的生命 (植物の生物

学)

2.3.2.1.
植物的生命の諸形態

2.3.2.2.
植物と環境との関係

2.3.2.3.
植物の類的過程

2.3.3.
動物的生命 (動物の生物

学)

2.3.3.1.
形態形成 (物質代謝)

2.3.3.2.
外界の獲得 (同化)

2.3.3.3.
動物の類的過程 (繁

殖)

3.

精神 (人間的なものの学)

3.1.

主観的精神 (内的人間的な

ものの学)

3.1.1.
魂 (人間学)

3.1.1.1.
自然的魂 (普遍的)

3.1.1.2.
感覚する魂

3.1.1.3.
現実的魂 (自由な身

体化)

3.1.2.
意識 (現象学)

3.1.2.1.
意識そのもの

3.1.2.2.
自己意識 (自己自身

の意識)

3.1.2.3.
理性

3.1.3.
心理学 (自己を知る精神)

3.1.3.1.
知性 (理論的精神)

3.1.3.2.
意志 (実践的精神)

3.1.3.3.
自由な精神

3.2.

客観的精神 (間人間的なも

のの学)

3.2.1.
法 (強制)

3.2.1.1.
所有

3.2.1.2.
契約

3.2.1.3.
法と不法

3.2.2.
道徳性 (自己規定)

3.2.2.1.
行為 (意図と罪)

3.2.2.2.
責任 (意図と福祉)

3.2.2.3.
善 (究極目的)

3.2.3.
人倫(人間的共同社会)

3.2.3.1.
家族

3.2.3.2.
社会

3.2.3.3.
国家

3.3.

絶対的精神 (神的なものの

知)

3.3.1.
芸術(真理の直観、美学)

3.3.1.1.
理想 (美)

3.3.1.2.
芸術形式

3.3.1.3.
諸個別芸術

3.3.2.
宗教(真理の表象、神学)

3.3.2.1.
宗教の概念

3.3.2.2.
有限的宗教 (規定的

宗教)

3.3.2.3.
キリスト教 (絶対的

宗教)

3.3.3.
哲学(真理の概念的把握)

3.3.3.1.
古代哲学 (理念の知)

3.3.3.2.
中世哲学

3.3.3.3.
近代哲学 (理念の自

知)
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